
し
た
。
諸
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
含
め
た
活
動
・
会
合
は

コ
ロ
ナ
明
け
で
今
年
は
体
制
作
り
の
段
階
で
す
が
、
昨

年
に
続
き
第
31
回
倉
工
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
支
部
活
動
で
は
、
コ
ロ
ナ
５
類
扱
い
以
降
各

支
部
で
は
総
会
開
催
の
検
討
な
ど
行
っ
て
頂
き
、
10
月

に
福
岡
支
部
、
11
月
に
関
東
支
部
、
近
畿
支
部
が
総
会

を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
開
催
さ
れ
て
い
な
い
支
部

に
お
か
れ
ま
し
て
も
年
内
・
年
明
け
か
ら
支
部
総
会
を

行
う
準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
支
部
で
の
活
動

を
進
め
ら
れ
て
い
る
支
部
役
員
の
皆
様
、
総
会
に
参
加

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
ご
存
じ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
の

変
化
が
著
し
い
中
、
北
辰
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
、

Ｄ
Ｘ
環
境
整
備
な
ど
を
含
め
た
新
た
な
活
動
の
導
入
を

検
討
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
定
な
ど
、
一
部
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
若
い
卒
業
生
の
皆
様
の

北
辰
会
活
動
へ
の
参
加
が
進
み
、
世
代
間
を
超
え
て
同

窓
各
位
が
交
流
し
あ
え
る
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

て
内
容
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

北
辰
会
会
員
の
皆
様
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
支
援
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

https://www.hokusin.net/

KO KURA KOGYO H OKUSHINKAI NEWSPAPER

小倉工業　　  報
発行：令和６年12月20日

Vol.89
会
員
の
皆
様
、
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
も
少
し
づ
つ
落

ち
着
き
平
常
の
生
活
が
取
り
戻
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
猛
暑
激
暑
と
言
わ
れ
る
気
候
が
続
き
、
ま
た
一

気
に
寒
く
な
り
、
体
調
を
自
然
環
境
に
合
わ
せ
な
が

ら
の
生
活
が
続
き
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
日
々
体
調
に
気
を
付
け
な
が
ら
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
感
染
防
止
な
ど
の
対
応
を
行
い
な
が
ら
も
平
常

の
教
育
活
動
が
も
ど
り
、
日
々
の
勉
学
、
部
活
動
が

行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
県
下
最
速
の
３
年
生
全
員
の

進
路
決
定
を
競
っ
て
お
り
、
ま
た
、
部
活
動
も
多
く

の
成
果
を
上
げ
、
九
州
大
会
、
全
国
大
会
に
進
ん
で

い
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
で
は
全
国

大
会
優
勝
を
目
指
し
て
の
戦
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
後
輩
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
学
校
生
活

を
謳
歌
出
来
て
い
る
の
も
、
コ
ロ
ナ
発
生
時
の
即
時

対
応
等
色
々
な
形
で
母
校
の
教
育
活
動
を
支
え
て
き

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
北
辰
会
が
連
携
し
た
支
援
の
賜

物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
々
北
辰
会
に
ご
支
援
い

た
だ
い
て
い
ま
す
先
輩
諸
氏
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
引
き
続
き
母
校
の
教
育
活
動
を
支
え
て
い

き
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

北
辰
会
活
動
は
、
年
明
け
よ
り
当
番
幹
事
の
皆
様

の
熱
心
な
活
動
に
よ
り
総
会
の
準
備
を
は
じ
め
、
５

月
に
は
昨
年
の
４
年
ぶ
り
の
総
会
に
続
き
、
参
加
し

て
頂
い
た
皆
様
の
ご
協
力
で
元
気
溌
剌
と
し
た
総
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

令和７年度 北辰会総会

令和7年5月25日（日）午後（予定）
場所・時間については調整中です

ご 

挨 

拶
北
辰
会
会
長

  

篭
原　

裕
明

（
昭
和
42
年  

電
子
科
卒
）

当番幹事は、平成13年卒の皆さんを中心に
平成23年卒の皆さんにも手伝っていただきます。

よろしくお願いいたします。

皆さんのご参加を
お待ちしています！！

　

こ
の
た
び
、
高
等
学
校
に
お
け
る
情
報
や
数
学
な
ど
の
教
育

を
重
視
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施
に
伴
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
文
理
横
断
的
な
探
究
的
学
び
を
強
化
す
る
学
校
を
対
象
に
、

環
境
整
備
に
必
要
な
経
費
を
支
援
す
る
当
該
事
業
の
採
択
校
に

な
り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
窓
会
北
辰
会
の
ご
支
援
に
よ
り
、
体

育
大
会
の
ラ
イ
ブ
配
信
お
よ
び
閉
会
後
の
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
花
火

の
撮
影
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
実
績
を
基
に
、
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
教
育
内
容
を
中
心
に
申
請
書
を
作
成
し
、
採
択
校
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
全
国
で
１
０
１
０
校
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

最
大
１
０
０
０
万
円
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
校
の
中
長
期
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
の
課
題
を
生
徒
自
ら
が
発
想
し
、
研

究
・
実
践
す
る
探
究
的
な
学
び
を
通
じ
て
、
新
し
い
視
点
で
の
発

想
力
や
そ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
力
を
育
む
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
よ
り
、

工
業
高
校
な
ら
で
は
の
即
戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
１
年
生
で
ド
ロ
ー
ン
検
定
３

級
を
取
得
し
、
２
年
生
で
は
「
実
習
」
で
実
践
的
な
ド
ロ
ー
ン
操

作
技
術
を
習
得
。さ
ら
に
、３
年
生
で
は「
課
題
研
究
」に
お
い
て
、

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
Ｄ
Ｊ
Ｉ
製
ド
ロ
ー
ン

（M
atrice 350 RT

K

）
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ラ

イ
ト
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒
は
ド
ロ
ー
ン
の
カ
メ
ラ

操
作
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
最
新
機
器
の
性
能
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
次
年
度
以
降
の
連
携
を
強
化
す

る
た
め
、
す
で
に
ド
ロ
ー
ン
事
業
を
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社
九

電
ハ
イ
テ
ッ
ク
、
地
域
防
災
分
野
を
担
う
北
九
州
市
役
所
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
事
業
を
手
が
け
る
西
日
本
工
業
大

学
、
ド
ロ
ー
ン
免
許
取
得
が
可
能
な
西
港
自
動
車
学
校
の
方
々

を
招
聘
し
、
連
携
の
具
体
的
な
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ド
ロ
ー
ン
で
収
集
し
た
画
像
デ
ー
タ
の
処
理
に
対

応
す
る
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、生
徒
が
主
体
で
組
み
立
て
ま
し
た
。

こ
の
設
備
の
本
拠
地
と
し
て
、
電
子
科
別
館
に
「
ド
ロ
ー
ン
Ｌ
Ａ

Ｂ
Ｏ
（
無
人
航
空
機
研
究
所
兼
発

着
所
）」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
採
択
は
、
同
窓
会
北
辰

会
の
皆
様
か
ら
の
長
年
に
わ
た
る
ご

支
援
を
基
礎
に
新
た
な
形
で
Ｄ
Ｘ
事

業
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
で

す
。
今
後
と
も
、
生
徒
た
ち
の
新
た

な
学
び
の
た
め
同
窓
会
北
辰
会
に
ご

支
援
と
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

文
部
科
学
省 

高
等
学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化
推
進
事
業

（
Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
採
択
決
定
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⃝

男
性
の
部

　

１
位　

古
屋
敷
守
隆

　

２
位　

加
藤　

伸
也

　

３
位　

高
倉　

健
治

　

４
位
～
10
位

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　
　
　

高
倉　

健
治　

79

　

Ｂ
Ｂ
賞　

髙
木　

正
弘

⃝

女
性
の
部

　

１
位　

末
武
里
奈
子

　

２
位　

柴
田　

陽
子

　

３
位　

米
田　

貴
絵

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

　
　
　
　

佐
藤
千
代
美　

96

　

Ｂ
Ｂ
賞　

米
田
美
智
子

⃝

参
加
者
全
体

　

飛
び
賞

　
　
（
15
位
～
95
位
ま
で
５
飛
び
）

　

大
会
賞　

31
位　

岡
田　
　

誠

　

当
日
賞　

15
位　

川
津　

雅
弘

　

Ｂ
Ｍ
賞　
　
　
　

福
田　

香
織

　

特
別
賞

　
　
（
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
テ
ー
キ
肉
賞
）

　
　

米
田　
　

明
・
林　
　

武
博

　
　

橋
本　
　

悟
・
古
野　

宜
延

　
　

三
浦　

充
生
・
杉
本　

勝
幸

　

令
和
６
年
度
体
育
大
会
が
、
天
候
に

恵
ま
れ
る
中
10
月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
は
無
く
な
り
、
す

べ
て
の
保
護
者
、
同
窓
各
位
に
参
加
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
地
域
の

名
物
と
も
な
っ
て
い
る
体
育
大
会
、
コ

ロ
ナ
以
前
の
参
加
状
況
に
戻
り
、
数
千

人
の
観
客
の
方
々
が
観
戦
す
る
中
、
元

気
溌
剌
倉
工
健
児
の
大
会
が
復
活
し
ま

し
た
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
専
門
家
で

あ
る
卒
業
生
及
び
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
支

援
の
下
、
メ
デ
ィ
ア
部
の
生
徒
が
実
務

を
担
当
す
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
も
行

わ
れ
、
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生

の
楽
し
み
の
行
事
と
し
て
、
視
聴
者
は

一
万
人
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
は
快
晴
の
中
、
入
学
時
か
ら
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
過
ご
し
た
３
年
生
を

リ
ー
ダ
と
し
て
行
わ
れ
、
逞
し
い
姿
の

３
年
生
を
先
頭
に
整
然
と
し
て
入
場
行

進
す
る
母
校
後
輩
、
倉
工
生
の
姿
は
、

雄
々
し
く
頼
も
し
い
も
の
で
し
た
。

　

各
科
追
い
つ
追
わ
れ
つ
大
接
戦
の

中
、
白
熱
し
た
展
開
で
競
技
は
進
み
ま

し
た
が
、
生
徒
控
え
の
ス
タ
ン
ド
席
で

は
大
会
中
通
し
て
一
糸
乱
れ
ず
整
然
と

応
援
を
す
る
在
校
生
の
姿
も
、
全
国
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
と
言
わ
れ
る
素
晴
ら
し
い

も
の
で
し
た
。

　

工
業
高
校
ら
し
く
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

の
中
に
、
光
と
動
き
を
取
り
入
れ
た
装

飾
、
そ
し
て
競
技
の
中
に
は
昨
年
に
続

き
ド
ロ
ー
ン
競
技
が
各
科
対
抗
種
目
と

し
て
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
盛
り
上
が
っ
た
体
育
大
会

は
、
夕
暮
れ
と
と
も
に
各
科
の
応
援
合

戦
、
各
科
対
抗
リ
レ
ー
と
盛
り
上
が
り
、

最
後
に
生
徒
全
員
で
行
う
倉
工
応
援
で

応
援
歌
・
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て

整
然
と
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
優
勝
の
機

械
科
、
最
優
秀
装
飾
賞
の
電
子
科
な
ど

表
彰
が
行
わ
れ
、
日
暮
れ
と
と
も
に
花

火
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
を

舞
い
上
が

り
、
参
加

者
全
員
で

夜
空
の
花

火
の
輝
き

に
感
動
し

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
10
月
15
日
（
火
）
勝
山

御
所
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て

98
名
の
方
々
に
参
加
頂
き
31
回
目
の

大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
開
会
式
で
特
別
賞
（
小
倉

牛
ス
テ
ー
キ
肉
）
の
抽
選
番
号
札
を

引
き
６
人
の
方
々
に
準
備
し
ま
し
た
。

　

雲
が
多
く
垂
れ
込
め
雨
が
降
る
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
空
模
様

も
良
く
な
り
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
絶

好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
、
和
気
藹
々

と
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
と
広
告
掲
載
に
ご

協
力
戴
い
た
企
業
の
皆
様
、
当
日
運

営
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
多
く
の

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
の
広
告
収
益
は
、
母
校
の

教
育
振
興
基
金
に
寄
付
し
部
活
動
や

も
の
づ
く
り
、
そ
の
他
の
支
援
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

入
賞
者
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

第
31
回

北
辰
会
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

～学校だより～

　

Ｊ
Ｍ
Ｃ
Ｒ
（
ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン

カ
ー
ラ
リ
ー
）
２
０
２
５
福
岡
県
大
会

が
令
和
６
年
11
月
３
日
（
日
）
に
本
校

に
て
、
九
州
大
会
が
11
月
23
日
（
土
）

と
24
日
（
日
）
に
大
分
県
立
大
分
工
業

高
校
体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本

校
か
ら
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
部

と
電
子
機
械
科
か
ら
Ａ
ク
ラ
ス
９
台
、

Ｂ
ク
ラ
ス
５
台
、
Ｃ
ク
ラ
ス
３
台
の
17

台
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
県
大
会

で
は
、
電
子
科
小
栁
先
生
と
電
子
機
械

科
小
山
先
生
が
指
導
す
るCam

era

ク

ラ
ス
で
電
子
科
３
年
塩
井
が
優
勝
、
電

子
機
械
科
３
年
坊
野
が
準
優
勝
、
電
気

系
１
年
２
組
渡
辺
が
３
位
と
上
位
を
独

占
し
、
他
ク
ラ
ス
の
成
績
を
合
わ
せ
た

団
体
で
も
小
倉
工
業
高
校
が
優
勝
し
ま

し
た
。
結
果
、
九
州
大
会
へ
は
、
Ａ
ク

ラ
ス
６
台
、
Ｂ
ク
ラ
ス
２
台
、
Ｃ
ク
ラ

ス
１
台
の
計
９
台
が
出
場
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

九
州
大
会
で
は
、
個
人
で
上
位
に
入

賞
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
Ａ
ク
ラ
ス
と
Ｂ
ク
ラ
ス
で
２
台
ず

つ
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る

こ
と
が
出
来
、
団
体
で
福
岡
県
が
優
勝

し
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
全
国
大
会
に
はA

dvanced

ク
ラ
ス
で
電
気
系
１
年
２
組
八
尋
が
、

Basic

ク
ラ
ス
で
電
気
系
１
年
２
組
の

本
田
、Cam

era

ク
ラ
ス
で
電
子
科
３

年
塩
井
が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
、
ど
こ
の
学
校
も
成
し
え
て

い
な
い
全
部
門
で
の
全
国
優
勝
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

早朝の開会式 大会会場

Ｊ
Ｍ
Ｃ
Ｒ
２
０
２
５

福
岡
県
大
会
・
九
州
大
会
報
告

元
気
溌
剌
、
倉
工
健
児
の
魂
を
見
せ
る

「
体
育
大
会
」
開
催
さ
れ
る
！
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　昭和50年機械科卒業
の入門泰男氏は、この度
の、自動車整備関係に関
する長年にわたる社会
的貢献の功績として、国
土交通大臣表彰を受賞
されました。
　入門氏は本校卒業後、
東洋工業㈱（現在マツダ
㈱）に入社、昭和55年㈲入門自動車（現在㈱いりかど
自動車）に自動車整備員として勤務、同社整備主任者、
同社自動車検定員、平成15年からは同社代表取締役
社長に就任されています。
　44年のながきにわたり自動車の保安確保・環境
保全といった自動車整備業の使命を自覚され、自
動車整備事業とともに歩いてこられました。
　また、私心を去り業界の指導者として第一線に
立ち、自動車社会における自動車の安全確保・公
害防止・省エネルギー業務などを通して人命及び
環境保全の重大性を認識され、平成27年（一社）福
岡県自動車整備振興会理事及び福岡県自動車整備
商工組合理事に就任され、現在、同会、同組合の
副会長として、安全で効率的な自動車社会の実現
と国民の健全発展に寄与され、活躍されています。

⃝サッカー部
　高校総体北部予選
　　準優勝（決勝戦 小倉工 0-1 折尾愛真）
　高校総体福岡県予選
　　4回戦敗退（小倉工 0-2 東海大学付属福岡）
　高円宮杯JFAU-18サッカーリーグ2024福岡 2部
　　小倉工業 6-0 one soul
⃝ソフトテニス部
　高校総体北部・筑豊ブロック予選会
　　団体戦　2回戦敗退（小倉工 0-2 鞍手）
　　個人戦　機械科3 横山・電子科3 髙野ペア（ベスト16）
　久留米市近隣高校生大会
　　2位リーグ団体優勝
　県北部・筑豊ブロック1・2年生大会
　　個人　第3位　電気科2 鳥山・立川ペア
　 新人大会北部・筑豊ブロック予選会兼九州新人大会県北部・

筑豊ブロック予選会
　　団体戦優勝
　県新人大会兼九州高校新人大会県予選会
　　団体ベスト8
⃝バスケットボール部
　県大会北部ブロック予選会　3回戦敗退　10位
⃝バドミントン部
　高校総体北部ブロック予選会　個人
　　ダブルス 2回戦敗退
　　シングルス 男子　2回戦敗退　女子　2回戦敗退
　高校総体北部ブロック予選会団体戦
　　団体戦　1回戦敗退
　高校総体北部ブロック予選会団体戦代表決定戦
　　2回戦敗退
　県新人大会北部ブロック予選会（個人戦）
　　女子　2回戦敗退
　　男子　ダブルス3回戦敗退
　　シングルス　3回戦敗退
⃝バレーボール部
　高校総体北部ブロック予選会
　　グループリーグ1回戦　0-2（戸畑工業高校)
　県大会北部ブロック予選会
　　グループリーグ敗者復活戦　2-0（高稜高校)
　　トーナメント1回戦　2-0（小倉高校)
　　トーナメント2回戦　1-2（八幡中央高校)
　天皇杯・皇后杯大会県ラウンド北部ブロック予選会
　　1回戦　2-0（若松高校)　2回戦　2-0（小倉南高校)
　　3回戦　2-1（京都高校)
　全日本大会福岡県北部ブロック予選会
　　1回戦　vs 明治学園 2-0　2回戦　vs 北筑 2-0
⃝ハンドボール部
　春季大会　予選リーグ
　　1試合目　敗戦　11-24　太宰府
　　2試合目　敗戦　9-30　筑紫中央
　県総合大会
　　1回戦　敗戦　17-44　博多工業高校

　北九州市民大会
　　対 玄海高校 25-24　勝利
　　対 北九州高専　敗戦
　　対 福岡中央 10-28　敗戦
　FHBAカップ県大会
　　本校 13対32 筑紫丘　敗戦
⃝ラグビー部
　全九州福岡県予選
　　1回戦　敗退　14-21(筑前高校)
　　※門司学園との合同チーム
⃝空手道部
　桃太郎杯全国大会
　　男子団体組手　1回戦敗退（京都洛陽総合高校）
　　女子団体組手　2回戦敗退（大阪城南学園）
　桃太郎杯全国1年生大会
　　男子団体組手　2回戦敗退（大阪学芸高校）
　　女子団体組手　2回戦敗退（神奈川横浜創学館高校）
⃝総合運動(水泳)
　全九州新人水泳大会・末弘杯
　　個人50mバタフライ　第5位　機械科3　樋口
　西日本年齢別大会（九州大会と同等）
　　個人50mバタフライ　第6位　機械科2　樋口隆太
　県新人大会（末弘杯）
　　50m・100mバタフライ　機械科2　樋口隆太　九州大会出場
⃝柔道
　 高校総体北部ブロック予選会兼全国総体県予選北部ブロック

予選会兼全九州大会県予選北部ブロック予選会
　　男子個人戦　66kg　5位　工業化学科3　齊城 祐希

（各階級6位まで県大会へ進出）
⃝野球部
　市長杯争奪戦
　　1回戦　13-9 北九州高校　2回戦　4-1 北九州市立高校
　　3回戦　0-10 戸畑高校
　全国高校野球　福岡大会
　　2回戦　13-0 遠賀高校　　3回戦　8-4 嘉穂高校
　　4回戦　1-4 春日高校
　九州地区　福岡北部大会
　　1回戦　9-2 宇美商業　7回コールド
　　2回戦　1-13 真颯館　　7回コールド
　市内一年生大会
　　1回戦　4-3 真颯館10回タイブレーク　2回戦　4-3 小倉
　　3回戦　7-4 自由ケ丘　決勝　2-5 東筑
　定期戦
　　6-5 福岡工業　勝利
⃝陸上競技部
　高校総体　北部ブロック予選会
　　男子400m 51"40 電子科３　松川悠士
　　男子400ｍH 1'02"50 電子科３　大賀祥太郎
　　男子八種競技 4455点 機械科２　塩川 新
　　男子4×400mR 機械科2　迫田修樹
 機械科2　塩川 新
 電子機械科2　富浦大貴
 電子科3　大賀祥太郎
　高校総体 県予選
　　男子八種競技 4622点 機械科2　塩川 新
　県新人大会　北部ブロック予選会

　　男子800m 2'16"83 第7位　機械科2　迫田修樹
　　男子400mH 1'02"09 第6位 電気科2　嶋名琉生
 1'03"15 第7位 電気科2　新堀真爽
　　男子三段跳 13m09 第6位 電気科2　新堀真爽
　　男子八種競技 4611点 第2位 機械科2　塩川 新
　　男子4×400mR 3'39"74 第6位 電子機械科2　富浦
   機械科2　迫田
   電気科2　新堀
   機械科2　塩川
　県新人大会
　　機械科2　塩川 新　八種競技4815点　第3位
　九州新人大会
　　男子八種競技　4712点　第6位
⃝ものづくり部（溶接）
　県溶接技術競技会
　　個人　機械科２　吉武　5位
　　団体　5位
⃝エレクトロニクス技術部
　ものづくりコンテスト福岡県大会
　　電子科3　塩井　県大会優勝
　　電子科3　濱岡　県大会準優勝
　ものづくりコンテスト九州地区大会
　　電子科3　塩井　九州地区大会　2位
⃝美術部
　県高校生自転車ヘルメット着用促進
　動画•ポスターコンクール　優良賞
⃝ものづくり部（化学分析）
　ものづくりコンテスト福岡県大会
　　桐原　3位、吉本　6位
⃝ものづくり部（旋盤）
　ものづくりコンテスト福岡県大会
　　電子科2　 田中祥貴
⃝ものづくり部（ロボット）
　県ロボット競技大会
　　倉工1号　4位　倉工2号　14位
⃝吹奏楽部
　北九州吹奏楽コンクール　銀賞
　県高文祭北九州地区音楽会　器楽・管弦楽部門　優秀賞
　県総合文化祭　器楽・管弦楽部門福岡県大会　出場
⃝書道部
　県総合文化祭書道部門県揮毫大会
　　1年臨書　最優秀賞　田中佑歩（化学系１年）　全国大会出場
⃝エレクトロニクス技術部+電子機械科
　ジャパンマイコンカーラリー2025福岡県大会
　　 電子機械科課題研究8名、エレクトロニクス技術部から9名

の17台出場
　　★ アドバンストクラス電気系1年2組八尋、電子機械科3年田

仲、大森、電子機械科2年本田、佐伯の5名が九州大会出場
　　★ ベーシッククラス4位電気系1年1組馬場と6位の電気系1

年2組本田が九州地区大会出場
　　★ カメラクラス優勝電子科3年塩井、準優勝電子機械科3年

坊野、3位電気系1年2組渡辺　九州地区大会へは塩井が
出場

　　団体戦優勝　小倉工業
　　九州地区大会11月23-24日大分工業高校

～ 活 躍 す る 卒 業 生 ～～ 活 躍 す る 卒 業 生 ～

　平成29年に電気科を卒
業し、現在、東京ヤクルト
スワローズで活躍中の丸山
翔大投手が９月23日、対Ｄ
ｅＮＡベイスターズ戦にて
プロ初勝利を挙げました。
　丸山投手は本校卒業
後、西日本工業大学へ進
学し、2020年のドラフト
会議にて東京ヤクルトスワ
ローズから育成ドラフト４位指名を受けプロ野球選手とな
りました。その後2023年４月29日に支配下登録されると
主に中継ぎとして登板し、７月にはプロ初先発も経験する
など22試合に登板し、飛躍の１年となりました。
　今シーズンは４月より１軍に帯同し、中継ぎとして登板
を重ねました。
　この日の丸山投手は３点リードされた６回より登板し、
相手チームを３者凡退に打ち取り、流れを引き寄せて味
方の援護を待ちました。すると７回に味方チームの打線
が爆発。一挙４点をあげ逆転に成功し、チームは勝利。
丸山投手はプロ初勝利を手にしました。
　今シーズンは27試合に登板し１勝０敗５ホールド、防
御率は0.57を記録し、大活躍の１年となりました。
　来シーズン以降のさらなる活躍が楽しみです。

空手道新人大会 福岡県予選

書道部 全国大会

丸山  翔大 氏
（平成29年　電気科卒）

入門　泰男 氏
（昭和50年　機械科卒）
整備スタッフに囲まれて

　平成10年 電子科を卒業しま
した浅野貴勇です。現在は関東
を中心にイベント映像や動画配
信に関する仕事をしております。
　母校とは創立110年の体育大
会から学校行事に関わらせて頂
き、体育大会のライブ配信や文
化祭での業務用映像音響機材提
供、学校紹介ビデオ作成など行なってまいりました。体育
大会では生徒発案の撮影プランを生かした上で、プロのカ
メラマン数名による技術指導を実施しております。特に配

信業務では、カメラマンへの指
示を出しながら映像を切り替え
るスイッチャー担当は非常に難
易度が高い作業ですが、年々生
徒たちの技術レベルが向上して
おり、高校生が担当していると
は思えないほどの高レベルな配
信が出来ていると感じています。

　今後も、新しいことに挑戦をする真理探究の精神に溢れ
る生徒達を全力で支援していきたいと考えております。
経歴：日本無線株式会社で５年間勤務した後、映像技術会
社へ転職。その１年後に独立し、映像技術者（テクニカルディ
レクター）として自動車レースや国連機関、官公庁、音楽ラ
イブ、アニメイベントの撮影・配信を中心に活動しています。

メディア部生徒へ
指導している様子

浅野　貴勇 氏
（平成10年　電子科卒）

進
路
状
況

〈就職希望者：154名〉
内 定 者 ……………… 154名

（県内79名、県外75名）内定率100％
公 務 員

自 衛 隊 ………………… 1名
残 ………………… 4名

進学希望者 ………………… 19名
合 計 ……………… 178名

11月20日現在

　今年度の求人状況は、少子高齢化、
人手不足などの様々な要因で、求人企
業数と求人数ともに増加傾向です。昨
年行われた技能五輪全国大会で本校

卒業生が敢闘賞を獲得し、今年も技能五輪選手として、就職す
る生徒がいます。また、総合職、技術職、学園、分析など職種が
多く、生徒にとって充分に選択できる状況であり、３年生は進路
実現に向けて夏休み返上で努力を重ねてきました。
　その結果、11月7日に就職希望者154名全員の内定をいただき
ました。

　進学希望者においても現在、推薦入試の結果待ちの状況で
す。また、公務員もほぼ受験が終わり、進学同様に結果待ち
の状況です。
　この成果は、同窓の皆様の各企業や各職場でのご活躍と本
校への温かいご支援によるところが大変大きいと感謝していま
す。さらには、先輩諸氏から引き継がれている倉工魂で、一人
一人が高い進路意識を持って取り組んできた成果だと思いま
す。本校職員は、今後もこの伝統を引継ぐべく在校生全員の進
路実現に向け全職員で指導してまいります。

進路状況

部活動成績

祝 初勝利 東京ヤクルトスワローズ
丸山  翔大 投手

入門  泰男 氏
国土交通大臣表彰を受賞

メディア業界で活躍する  浅野  貴勇 氏
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令和６年度より北辰会年会費が 3,000 円になりました。
出費多端な折恐縮ですが、ご協力をお願いいたします。
　令和６年度北辰会総会で会員の皆様の年会費をこれまでの年2,000
円から年3,000 円に値上げすることが決まりました。北辰会の年会費は
20 年以上にわたり値上げをせずに据え置きにしていましたが、物価上昇
などにより会の運営が厳しくなっています。会員の皆様のご理解とご協
力をお願いいたします。

教育振興基金へのご支援・ご協力をお願いいたします。
　教育振興基金は一口1,000 円から皆様のご協力いただいています。教
育振興基金は、母校後輩の皆さんの活動を支援する活動です。就学支援・
科学技術研究支援・部活動支援・教育研究活動支援を毎年行っています。
　また、毎年倉工オープンゴルフ大会を盛会に開催していすが、参会者・
広告掲載にご協力頂いた企業など皆様のお陰で、広告収益の中から毎
回70万円を教育振興基金を通して母校部活動への支援を続けています。
今年も快晴の中でオープンゴルフ大会を開催することが出来、今年も教
育振興基金に寄付いたします。皆様のご協力をお願いいたします。

定期総会決算書（令和５年４月１日～令和６年３月31日） （単位：円）
費　目 金　額 摘　要

収
　
入

総 会 会 員 券 800,000 会員券148枚　寄付60,000円
広 告 料 1,830,000 @5,000×366口
雑 収 入 373,910 前年度準備金 178,410円  イベント収入　祝儀等
合 　 　 計 3,003,910

支
　
出

総 会 費 1,397,481 会場費　イベント費　総会資料印刷費等
当番幹事会議費 187,057 支部幹事会参加費　幹事親睦会等

事務局運営費 1,419,372 次年度準備金 246,453円　北辰会へ寄付 200,000円
会報費 632,949円 人件費 雑費等

合 計 3,003,910
差引残高 0

基金会計（令和5年4月１日～令和6年3月31日） （単位：円）
費　目 金　額 摘　要

収
　
入

前年度繰越金 7,471,052 福岡ひびき信用金庫定期預金 7,400,000円
福岡ひびき信用金庫普通預金 71,052円

預 金 利 息 128 福岡ひびき信用金庫定期利息
合 　 　 計 7,471,180

次年度繰越金 7,471,180 福岡ひびき信用金庫定期預金 7,400,000円
福岡ひびき信用金庫普通預金 71,180円

名簿積立金（令和5年4月１日～令和6年3月31日） （単位：円）
費　目 金　額 摘　要

収
　
入

前年度繰越金 977,243 福岡ひびき信用金庫普通預金 977,243円
名 簿 積 立 金 1,000,000 名簿引当金（令和8年改訂名簿編集費）
利 　 息 8 利息
合 計 1,977,251

次年度繰越金 1,977,251 福岡ひびき信用金庫普通預金 1,977,251円

会 計 報 告

旧職員 山方　光則
旧職員 友松　秀人
旧職員 松尾　善雄
旧職員 𠮷村　眞治
旧職員 亀井　博之
旧職員 矢野　　孜
旧職員 大林　郁夫
旧職員 寺本　和孝
昭13機 岡田　久志
昭16機 加治　重彦
昭17機２種 香田　　記
昭17電本 藤木　　茂
昭17電１種 上田　修吉
昭17電１種 佐々木　章
昭18電専 片山　保雄
昭20機３種 高山　順元
昭20電３種 村上　　敞
昭21機３種 樗木　達郎
昭21電３種 小林　康泰
昭21化３種 森山　昭三
昭23機２種 木村　孝男
昭24電 中里　雄一
昭24電 宮岡　和政
昭25機 生山　　治
昭25機 田中　通義
昭25電 玉浦　国雄
昭25化 法華津弘通
昭26電 鵜木　　浩
昭26電 島田　和幸
昭26電 畑　　　隆
昭26電 山方　光則
昭26化 並松　孝則
昭27機 栗山　壽之
昭27機 坂田　茂生
昭27機 角谷　浩一
昭27機 時枝　　隆
昭27機 友松　秀人
昭27機 花川　弘一
昭27機 久松　正成
昭27電 福泉　芳雄
昭27電 村田　　豊
昭27化 重岡　英人
昭27化 田尻　健二
昭24併中 河内　宏明
昭28機 原口　　守
昭28機 西田正二郎
昭28機 宮地　敬輔
昭28電 吉橋　伸直

昭29機 安楽　　久
昭29機 藤吾　定基
昭29電 松尾　　仂
昭29電 山田　　悟
昭29電 吉田　敏行
昭29化 友貞　正男
昭30機 進　　幹男
昭30機 田中　敏弘
昭30機 村上　恒和
昭30化 秋野　　修
昭30化 有田　一郎
昭31機 一木　康臣
昭31機 中村　英雄
昭31機 中井　行雄
昭31機 中原　満穂
昭31電 阿部　憲明
昭31電 池田　益稔
昭31電 中野　忠夫
昭31電 山本　拓司
昭31化 岡村　亮祐
昭31化 角谷　忠彦
昭31化 正岡　盛勝
昭32電 川畑　靖則
昭32化 古家崎康彦
昭33機 松島　次見
昭33電 荒木　俊雄
昭33化 井上　龍一
昭33電通 喜多代昌士
昭33電通 立石　慎一
昭33電通 城﨑　喜友
昭33電通 進　房久男
昭34機 岡﨑　忠雄
昭34機 白川　欣一
昭34機 林　　志朗
昭34電 角屋　辰己
昭34化 広瀬　収司
昭35機 廣見　健二
昭35機 柳田　克喜
昭35電 有我　　格
昭35電 籠島　安夫
昭35電 大賀　正孝
昭35電 熊本　義美
昭35電 佐貫　裕喜
昭35化 江藤　録郎
昭36機 青野　國雄
昭36機 坪根　正彦
昭36機 西　　修一
昭36機 堀田　和夫

昭36電 重松　六根
昭36電 髙橋征史郎
昭37機 一木　　勤
昭37機 寺内　弘良
昭37機 永松　末光
昭37機 渡辺　武信
昭37電 鶴田　　穣
昭37化 小田切　康
昭38機 梅木　捷三
昭38機 中野　輝克
昭38電 中川　　保
昭38電 本多　　明
昭38化 上村　源也
昭39機 内田　武夫
昭39機 大坪　憲治
昭39化 前田　　哲
昭39化 米永　晋吾
昭40機 溝口　泰由
昭40電 久保田芳孝
昭40化 笠置　正義
昭41機 北田　陽一
昭41化 嶋崎　弘満
昭41電子 夏田　憲輔
昭42電 塩崎　　猛
昭42電 白本　　守
昭42電 管谷　幸男
昭42電 中村　　誠
昭42化 田中　京一
昭43機 今福　正廣
昭43化 安本　義信
昭44機 奥田　　広
昭44電 岡部　和雄
昭44電 金子富士雄
昭44電 中村　正文
昭44機工 土谷　𠮷生
昭45機 塘　　弘志
昭46機工 片山　泰則
昭46機工 髙尾　　護
昭47電子 城　　勝信
昭49化 山下　健治
昭49電子 中村　真一
昭51設 斉藤　誠一
昭52電 山田　　強
昭55電子 小浦　利親
平８電子 仲尾　真人
平13電機 山縣　知美
平26化 田村　龍聖

ご逝去された方々のご冥福を心からお祈り申し上げます。
（令和５年12月より令和６年11月までに連絡のあった方々）

令和５年～６年にご逝去された方々

北辰会年会費と教育振興基金納入のお願い

吹奏楽部定期演奏会のお知らせ
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令和５年度北辰会決算書及び令和６年度予算案 （単位：円）

費　目
令和5年4月1日～令和6年3月31日

令和6年度予算額 摘　要
予算額 決算額 対比増減 摘　要

収
　
　
　
入

前 年 度 繰 越 金 444,756 444,756 0 489,840
同 窓 会 費 1,500,000 1,604,500 Δ104,500 @2,000×802件 2,700,000 @3,000円
新 入 生 入 会 金 600,000 600,000 0 @3,000円×200名 600,000 @3,000円×200名
在 校 生 同 窓 会 費 3,366,000 3,356,000 10,000 @500円×12ヶ月×1,2,3年 3,462,000 @500円×12ヶ月×1,2,3年
預 金 利 息 4 2 2 福銀 2円  10
名 簿 販 売 金 85,000 0 85,000 30,000 @5,000円
雑 収 入 4,240 202,000 Δ197,760 総会会計より200,000円 18,150
合 計 6,000,000 6,207,258 Δ207,258 7,300,000

支
　
　
　
　
　
　
出

支 部 還 元 金 30,000 26,500 3,500 支部活動支援費 30,000 支部活動支援費
組 織 対 策 費 150,000 78,961 71,039 組織強化費用 100,000 組織活性化・組織強化費
大 名 簿 編 集 費 400,000 1,000,000 Δ600,000 名簿積立金へ 1,000,000 名簿改訂積立金
部 活 動 後 援 費 1,000,000 1,000,000 0 部活動支援費用 1,000,000 部活動支援費用
事 務 手 当 500,000 500,000 0 事務局長手当 500,000 事務局長手当
人 件 費 1,600,000 1,583,280 16,720 事務局パート代（交通費含） 1,600,000 事務局パート代
印 刷 費 110,000 89,752 20,248 コピー機リース代他 100,000 コピー機リース代・インク代等
会 報 費 1,200,000 625,935 574,065 北辰会報印刷(春)、発送 650,000 北辰会報印刷費、発送費
会 議 費 30,000 34,796 Δ4,796 理事評議員会議他 50,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 150,000 159,372 Δ9,372 電話代・領収書葉書代・案内等 180,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅 費 交 通 費 200,000 239,434 Δ39,434 各支部総会出席旅費等 300,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永 年 勤 続 表 彰 費 0 0 0 0 学校職員10年勤続者
慶 事 費 50,000 84,000 Δ34,000 支部総会祝儀等、葬儀生花 100,000 各支部総会祝儀等
産 業 教 育 振 興 会 費 5,000 5,000 0 １口 5,000 産業教育等協賛費 年会費１口
事 務 用 品 代 20,000 11,013 8,987 文具類他 30,000 事務局事務用品等
振 替 手 数 料 100,000 83,385 16,615 会費振替手数料、通知料含む 100,000 会費振替手数料等
雑 費 30,000 28,618 1,382 茶葉代他 30,000 茶葉代等
事 務 局 運 営 費 130,000 136,872 Δ6,872 水道光熱費、火災保険等 150,000 水道光熱費・保険代等
予 備 費 265,000 0 265,000 1,345,000
北 辰 会 長 表 彰 費 30,000 30,500 Δ500 生徒表彰記念品代 30,000 生徒表彰記念品代
寄 付 0 0 0 0 基金へ
合 計 6,000,000 5,717,418 282,582 7,300,000

次年度繰越金 489,840

第19回定期演奏会は、2025年２月23日（日）13時30分から
ウェルとばた大ホールに於いて行います。入場無料です。

4HOKUSHINKAI


